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研究成果の概要（和文）：本研究の遂行に際しては、暦日・地理GIS情報、オントロジの重要さを人文学、特に日本文
学研究者に認知せしめるべく、和漢古典学研究者達の参考に資し、かつ一般の人にも興味を持てるような内容の研究事
例の提示と資源の構築を進めた。具体的には、入門書的かつ基礎的な研究手順と内容を盛り込んだモデルを示した単書
『時空間とオントロジから見る和漢古典学』を上梓した。
また、本研究で培ったノウハウを生かして、古事類苑の他、観相トピックマップ・生き物供養碑トピックマップ等のデ
ータベースの構築を進めた。そして、研究メンバーや指導の学生からも、分類や地理情報に着目した新しい観点に立つ
文学研究が現れたことも成果と言える。

研究成果の概要（英文）：In this research, I have the following in mind.In order to proceed with this 
study, I have kept in mind the following things. In other words, I have to researchers in the humanities, 
especially Japanese literature, it is to remind the importance of the calendar day, geography GIS 
information and ontology.
In particular, Japanese and Chinese as well as for professional researchers of the classic, was committed 
to presenting a case study of the general public also be popular interest at the same time. And, I was 
promoting the establishment of resources for that purpose.In addition, I published a "Wakan classic 
science seen from the space-time and the ontology." Its content is to avoid as much as possible knowledge 
of the computer shows the incorporated's model introductory and basic research procedures and contents.

研究分野：人文情報学
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１．研究開始当初の背景 
 哲学用語「存在論」に由来する「オントロ
ジ」は、情報学では「概念化の明確な定義及
びその集まり」として、情報リソースから独
立する上位層で情報を組織化し、検索ナビゲ
ーションを実現するのに不可欠な基盤とし
て、また、意味を扱うセマンティック・ウェ
ブ(Semantic Web)技術の基幹として、枢要な
コンテンツやメソッドとなってきた。 
 しかし、その本質は、「オントロジ」とい
う名称が象徴するように、有史以来の知識活
動で希求され続けた普遍的課題といっても
過言ではない。なぜならば、古来、和漢の古
典世界においては、幾度も練り上げられた類
概念が再活用され更新されてきた辞書・辞典
（類書）が無数に輩出されてきたからである。 
  前近代の古典的検索系では、現代のような
五十音順・部首順・画数順インデックスより
も、階層的に表現された概念・主題を一覧さ
せることで、関連づけられた知識体系を通覧
させて体系的知識を修得させる工夫を凝ら
した索引が少なくなかった。それ故に見出し
に使用された分類用概念語彙には、吟味や選
別が重ねられた上で使われたものが多く、結
果的に、継承性の高いオントロジの宝庫とな
っていた。そして、和漢の古典世界のオント
ロジは、前近代における情報組織化と、文化
価値継承の役割を担ってきたのである。 
  このような特性に着目して、申請者は和漢
古典籍類（具体的には類書と呼ばれる百科全
書・辞書、その他類聚編纂物）の見出しに使
用された階層的に表現される分類用概念語
彙を和漢古典学のオントロジ[和漢古典オン
トロジと略称]として集積・整備してきた。ま
た、オントロジの視点で古典的類聚編纂物の
構造を解析する共同研究を重ねて、集積され
たオントロジを情報資源として扱うことで、
以下のことを明らかにした。 
① 古典と現代を情報的に概念の面から接合
させて多岐にわたる知的体系を包摂する
ことが可能なこと 
② 特に自然・人事を扱う絵画・映像と和漢
オントロジとの間の親和性が高いこと 
③ 上記特性により、オントロジ資源が文化
資源の分類への応用に期待できること 

(平成 15 年度～17 年度基盤研究(B)「和漢古
典学のオントロジモデルの構築」[研究代表
者:相田満]、共著：同成果報告書 1～3、2004
～2006、単著：相田満『和漢古典学のオント
ロジ』勉誠出版、2007)  
続く「和漢古典学のオントロジモデルの応
用」プロジェクト(平成 19～22年度基盤研究
(B) [研究代表者:相田満])では、前近代日本の
知識基盤の分析を通じて、その成果を現代に
引き継がせるために、新たに日本の旧暦使用
時代を扱う時間(日本旧暦オントロジ)・空間
(日本歴史地名オントロジ)のオントロジ資源
を組み合わせて利用することをめざして、応
用研究に取り組んだ。 
本研究プロジェクトは、先の研究をさらに

発展させる内容であり、より人文学寄りの内
容で、データベースやオントロジを高次に発
展させて、具現化した研究モデルを志向する
色合いの強いものになった。 
特に、『古事類苑』データベースの全文デ
ータで和暦（旧暦）を自動的に太陽暦に換算
した暦日情報を付加した暦日付加プログラ
ム処理の適用済データに飲食・方技・植物部
1 を加えて、データは 9000 頁に及んだ。膨
大なデータの入力は分担者国際日本文学研
究センターの山田奨治氏と協力して進め、こ
れらの資源を利用して成果をあげる準備を
整えた。 
 地名オントロジについては、「和漢古典学
のオントロジモデルの構築」及び「和漢古典
学のオントロジモデルの応用」プロジェクト
の際に実験的に中国の歴史地名についての
調査を行ったが、GIS情報を求め、それを参
考に作者の移動経路と作品の作成頂序を求
めることを試みた。しかし、中国では GIS情
報の公開が消極的になっている事情もある
ため、現地でデジタルカメラを利用しても
GPS情報が記録できない現状は、日中の地名
比較を古典作品から取材しようとする方針
の変更を余儀なくされた。そこで、歴史地名
の検証を国内の地名に限定し、そこから新た
な知識発見を行うこととし、GIS情報の記録
に基づき Google Mapなどを利用して地図と
コンテンツとを融合させたデータベース構
築を進め、それに整備されたオントロジを融
合させるための準備を進めた。 
 
２．研究の目的 
本研究を遂行するに際しては、以下の項目
による目標を立てた。 
(1)統合ナビゲーションの構築とオントロジ
モデルの視点に立つ知識発見モデルを提
示する。 
  具体的には以下のことに重点を置いて
進めた。『古事類苑』中の概念語を汎用
的に利用できることをめざして、『古事
類苑』全冊の索引語インデックスの全面
的見直しを行う。具体的には、いわゆる
パンくずリストの基礎データを作成し、
併せて引用書と概念語をリンクさせる
べく、既入力分データについて古典籍総
合目録とのリンクを果たすことを試み
る。また、『古今和歌集』巻 20「東歌」
中の歌枕に被災地が多いことに着目し、
地名データベースの見直しと、歌の内容
の相関関係についての検討を行い、また、
和漢オントロジの基本的考えについて
日本文学研究者を対象に構想をまとめ、
国際学会で発表を行うなどである。 

(2)暦日・概念情報の利用による古事類苑デー
タベースの高次化暦日データの埋め込み
作業実験 
新規に入力した『古事類苑』方技部デー
タに暦日情報の埋込作業を行い、前近代
の概念語彙の累加作業を行い、語彙の検



索試行システムを試作する。 
(3)歴史地名情報の整備 
大日本地名辞書データベースの表記に
ついて様々な種類に対応したローマ字
表記を付加するとともに、歴史地名と現
代地名の対応関係を見直し、併せてデー
タ全体の点検を行う。 

(4)オントロジの視点に立つデータベースの
構築 
上記資源を念頭に置いた試行システム
の開発を行う。 

 
３．研究の方法 
研究メンバー各員との個別打合せを重ね、
その打合せを通じて、既存資源の活用のため
に必要なデータの準備と整備を進めた。 
地理情報・暦日情報・オントロジという、
これまで人文系に馴染みのないコンテンツ
を扱ってきた関係上、その基本的考え方の広
宣につとめてきた。その一環として、データ
発信媒体を多チャンネルな形で展開し、コン
テンツについての理解を広く得てもらうこ
とを目指した。 
具体的には、『古事類苑』データベースデ
ータの構築を進めながら、暦日・地理（地
名）・概念（オントロジ）の視点に立つ研究
モデルの提示を進め、それぞれの成果の発表
の場での反応を求める手法を採った。発表の
場は、人文系の学会・講演、人文情報学系の
学会など（含国際学会）である。 
また、トピックマップを使用したデータベ
ースを開発した。これは、主題検索型のデー
タベースで、生き物供養碑・和漢比較文学研
究文献目録データベースを立ち上げ、それぞ
れのデータベースで、地理情報と写真・地図
とが混在したデータベースの開発を進め、そ
れぞれ統合的なデータベースを目指した。 
 
４．研究成果 
最終年度に成果報告として『時空間とオン
トロジで見る和漢古典学』を上梓した。内容
は研究期間に発表した業績をさらにブラッ
シュアップしたものである。 
本書の執筆に際して、古典文学研究の世界
には参考に資するべき先行研究の乏しさを
痛感した所であり、よってなるべく入門書的
な内容を盛り込むことを心がけた。暦日や
GIS 情報の利用は古典文学研究者にはまだ 
一般的ではない。人文系の和漢比較文学・日
本語学・歴史学研究者を読者に想定したもの
で、極力コンピュータ色を薄めて、入門者に
も入っていけるような内容を心がけ、人文系
の専門研究書としても意義ある内容とした。 
また、分類概念やオントロジの重要性に着目
することにより、新たな知見の提示を心がけ
た。研究モデルを提示することを心がけた点
で、本書の各章はいずれも今後の研究進展が
期待できる序論的主題を扱ったものばかり
を並べたものとなっている。さらに今年度は
次の段階の研究を念頭に置いたデータの構

築と整備を心がけた。主な公開コンテンツは
次の通り。  
① 観相トピックマップ：肖像と影響の深い
人相書の画像を構造化したデータベース。 
② 和漢比較文献目録：分野・分類中心のイ
ンターフェイスによる研究文献目録。学
会の公式データベースとなった（会員の
み閲覧可）。 
③ 供養碑データベース・古事類苑データベ
ース：前者は台湾・ヨーロッパにおける
データを累加したほか、GIS 情報の公開
されていない中国の福州における供養碑
を表示することに取り組み、Google-map
との連携を図り、築碑年代別や地域統計
一覧機能を整備した。後者は「封禄部」
の全文入力を行い、官職と人名弁別の分
析に資する実験の基礎データとした。ま
た、多様な供養碑名を『古事類苑』の綱
目に集約させて表示綱目の整理が図れた。
もとより古典世界と『古事類苑』の相性
の良さは予測していたことではあったが、
『古事類苑』自体にも、井上頼国が自分
の蔵書で全原稿の総覧・校閲を行ったと
いう記述があるので、無窮会図書館蔵書
で跡づけてみた所、 多量に付箋の遺され
た蔵書と『古事類苑』の記述ページとの
間には共通箇所が認められることも判明
した。この点についても、今後さらなる
発見が期待できよう。 
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① 相田 満,勉誠出版,時空間とオントロジ
で見る和漢古典学,2016 年,全 299 頁 
② NPO 文字文化協会／インデックスフォン
ト研究会,外字・異体字のバリアフリーを
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
○取得状況（計 0件） 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
観相トピックマップ 
http://topicmaps-space.jp/physiognomy/ 
和漢比較文学研究文献目録トビックマップ 
http://tmap1.topicmaps-space.jp/wakan/ 
古事類苑データベース（国文研版） 
http://base1.nijl.ac.jp/~kojiruien/ 
古事類苑全文データベース（国際日本文化研
究センター） 
http://ys.nichibun.ac.jp/kojiruien/ 
和漢比較文学研究文献目録は学会公式デー
タベースのため会員のみ公開。 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 



相田 満（AIDA, Mitsuru） 
国文学研究資料館･研究部・准教授 
 研究者番号：００２４９９２１ 
 
(2)研究分担者 
中島 和歌子（NAKAJIMA, Wakako） 
北海道教育大学・教育学部・教授 
 研究者番号：００２４３２８８ 
 
三田 明弘（MITTA, Akihiro） 
日本女子大学・人間社会学部・教授 
 研究者番号：００２７７８６５ 
 
松井 知子（MATSUI，Tomoko） 
 統計数理研究所・モデリング研究系・教授      
 研究者番号：１０３７００９０ 
 
山田 奨治（YAMADA, Shouji） 
国際日本文化研究センター・研究部・教授 
 研究者番号：２０２４８７５１ 
 
野本 忠司（NOMOTO, Tadashi） 
国文学研究資料館・研究部・准教授 
 研究者番号：２０３２１５５７ 
 
原 正一郎（HARA, Shouichirou） 
京都大学・地域研究統合情報センター・教
授 
 研究者番号：５０２１８６１６ 
 
古瀬 蔵（FURUSE，Osamu） 
 国文学研究資料館・研究部・教授 
 研究者番号：５０４６２１７２ 
  
石井 行雄（ISHII, Yukio） 
 北海道教育大学・教育学部・准教授 
研究者番号：６０２４１４０２ 
 
梅川 通久(UMEKAWA, Michihisa) 
 東京学国語大学・アジア・アフリカ言語文
化研究所・研究員 
 研究者番号：８０３７２５４８ 
 
(3)連携研究者 
関野 樹（SEKINO, Tatsuki） 
 総合地球環境学研究所・研究推進戦略セン
ター・准教授 
 研究者番号：７０３５３４４８ 


